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令 和 ６ (2024)年 度 ユ ネ ス コ ス ク ー ル 年 次 活 動 調 査 に 関 し て  

令和６(2024)年度のユネスコスクール活動調査 (以下「活動調査」という) は、文部科学省から

委託を受け、ユネスコスクール事務局である公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター(ACCU)

によって令和６(2024)年12月19日～令和７(2025)年2月14日の間に行われたものである。 

この活動調査は、今後のユネスコスクールの活動の一層の振興に向けて、ユネスコスクール

の現状、課題、成果等を把握することを目的に実施したものである。調査内容は令和６(2024)

年度の学校の取組（令和６(2024)年12月～令和７(2025)年3月）を対象としている。 

本報告書内の記述回答に関する分析は、簡易的な記述統計から浮かび上がる論点について整

理したものであり、厳密な統計分析作業を経て導かれたものではない。また、複数選択可の設

問では、数値の合計は100％を超える場合がある。回答数の表記については、回答校数＝n、回

答総数（複数回答ののべ数）＝Nとする。 

令 和 ６ (2024)年 度 ユ ネ ス コ ス ク ー ル 年 次 活 動 調 査  結 果  

調 査 方 法  

令和６(2024)年度活動調査は、全ユネスコスクール加盟校979校に対してウェブ回答によっ

て回答協力を募った。最終的には342校（回答率約35.0％）から回答を得ることができた（前

年度より8.0％減↓）。活動調査の依頼方法は、公式ウェブサイトへの掲示、全加盟校へメール

にて周知をおこなった。回答した学校の基礎情報は以下のとおりである。 

図 1 学校規模（幼児児童生徒数）  
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図 2 学校規模（教職員数）  
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今 年 度 の 活 動 に つ い て の 調 査  

ユ ネ ス コ ス ク ー ル と し て の 体 制 整 備 状 況 に つ い て  

図 3 担当者設置の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ① 質問 1）〔n=342〕 

図 4 ユネスコスクール担当者の役職 
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（参照：1. ① 質問 2 ※複数回答可）〔n=336〕〔N=375〕 
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図 5 ユネスコスクール担当者の年齢層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ① 質問 3 ※複数回答可）〔n=336〕〔N=374〕 
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ている

外部組織（ASPUnivNet・教育委員会など）からの支

援を得ながらユネスコスクールの活動を展開している

児童・生徒もしくは教員の自主組織によってユネスコ

スクールの活動を展開している（委員会やクラブ活動

など）

地域の方が学校を評価しフィードバックを得ながらユ

ネスコスクールの活動を展開している
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その他

図 6 学校全体で組織的・継続的に取り組むための工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ① 質問 4 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=1,283〕 

その他の主な回答：「様々な活動と関連付けながらユネスコスクールの活動を展開」「学校設定教科（「ゼミ」）の選択科

目に『ユネスコゼミ』がある」「関連する教科のカリキュラムに明確に位置付けて実施することを明記」 
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図 7 外国語での情報発信、交流の環境整備状況 

 

 

 

 

（参照：1. ① 質問 5 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=361〕 

 

図 8 ユネスコスクールの活動にかかる費用の捻出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ① 質問 6 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=458〕 

 

表 1 ユネスコスクールの活動にかかる費用助成団体 

教育関連の助成をする企業 教育に関する地域の協議会 

大学 公益財団法人や一般社団法人 

地域のユネスコ協会 JA（農業協同組合） 

地域の助成団体 ロータリークラブ 

特定非営利活動法人 各校の同窓会、振興会 

JICA PTA 

（参照：1. ① 質問 7）〔n=68〕 
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文部科学省から支給された補助金など
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国 内 外 の 学 校 間 交 流 に つ い て  

 

図 9 国内外の学校との交流（ユネスコスクールに限定しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 1 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=417〕 

 

図 10 学校間交流を実施するようになったきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 2 ※複数選択可）〔n=231〕〔N=318〕 

その他の主な回答：「SSH 事業・WWL 事業での探究活動における交流」「教職員のつながり」「教育委員会に相談」「自

治体からの働きかけ」「大学との交流・連携」 

  

53.2%
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33.0%
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図 11 「国内の」学校間交流で実施した交流活動方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 3 ※複数選択可）〔n=190〕〔N=462〕 

その他の主な回答：「海洋サミットへの参加（オンライン）」「集合型交流会」「ユネスコスクール子どもサミットへの参

加」「発表 VTR の提供」「交流イベントの開催」 

 

図 12 「国外の」学校間交流で実施した交流活動方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 4 ※複数選択可）〔n=121〕〔N=293〕 

その他の主な回答：「自校で製作した英語、中国語、ウルドゥー語のリーダー教材の提供を通じて」「修学旅行時に現地

訪問」「国外からの中高生受け入れ」「交流イベント」 
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会議やセミナーに出席した際の交流

その他

63.2%

53.7%

51.6%

35.3%

22.1%

14.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生徒・児童の往来

教員の往来 （公開授業や視察など）

オンライン（Zooｍ、Teams、Google Meet、チャッ

ト、メール等）での交流

会議やセミナーに出席した際の交流

協働プロジェクト／活動の実施

手紙、プレゼント、カード、絵等での交流

その他



 

令和６（2024）年度 ユネスコスクール年次活動調査結果 

 
１３ 

図 13 学校間交流の主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 5 ※複数選択可）〔n=225〕〔N=537〕 

その他の主な回答：「ESD や SDGs について認知することで視野が広がり、ボランティア活動への積極的参加が見られ

るようになった」「楽しく有意義な時間を過ごすことができた」 

図 14 学校間交流の主な課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 6 ※複数選択可）〔n=227〕〔N=464〕 

その他の主な回答：「通信の不具合」「時差」「交流での気付きを自校の取組に生かすこと」「目的意識の共有」 

88.4%

51.6%

38.7%

37.3%

21.3%

0.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

交流を通じて多様な価値観に触れ、自己の考え

や互いの理解を深めることができた

国際交流の中で、異文化への理解が深まり、世

界を身近なものとして考えられるようになった

他校の取組を自校に取り入れることができ、活

動の質が向上した

英語を使って積極的に交流する意識が養われた

自分たちの活動とユネスコの理念やユネスコス

クールの目的を関連付けるようになった

特になし

その他

67.0%

63.0%

35.7%

30.4%

2.6%

1.8%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

相手校との調整に携わる担当教員の負担増

交流を１回限りでなく、継続的なものにすること

対面交流の場合、児童生徒の安全面や健康面、行

き来にかかる費用面での配慮

相手校との交流時間・回数に関わらず、児童生徒

に「交流」している実感をもたせること

交流を実施するための費用の捻出

特になし

その他
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図 15 学校間交流に関する情報収集先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 7 ※複数選択可）〔n=224〕〔N=345〕 

その他の主な回答：「UNESCO 本部」「交流相手校のホームページ」 

 

表 2 学校間交流に関する支援団体/ネットワーク 

国/都道府県/市町村教育委員会などの行政機関 教育に関する地域の協議会 

地域のユネスコ協会 公益財団法人や一般社団法人 

ASPUnivNet 大学 

ロータリークラブ 企業 

NPO 法人 他国の行政機関 

 

（参照：1. ② 質問 8）〔n=52〕 

 

図 16 国内外のユネスコスクールとの交流 

 

 

 

 

 

 

  

 

（参照：1. ② 質問 9 ※複数選択可）〔n=227〕〔N=239〕 

61.6%

35.7%

15.6%

10.7%

7.1%

5.8%

3.6%

3.1%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

教職員同士のつながり

国/都道府県/市町村教育委員会などの行政機関

ユネスコスクール事務局（ACCU）

ASPUnivNet（ユネスコスクール大学間ネットワーク）

公益法人、NGO/NPO等

地域のユネスコ協会

企業

ASPUnivNet以外の大学

その他

46.3%

14.5%

44.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

「国内の」ユネスコスクールがあった

「国外の」ユネスコスクールがあった

なかった
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図 17 国外交流校の地理区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 10 ※複数選択可）〔n=56〕〔N=74〕 

主な国（地域）名：「アメリカ合衆国」「韓国」「マレーシア」「台湾」「オーストラリア」「タイ」「ニュージーランド」 

 

 

 

図 18 交流しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ② 質問 11 ※複数選択可）〔n=146〕〔N=226〕 

その他の主な回答：「コロナ禍で交流が途絶えたから」「日程調整が困難だったから」「地域の方との交流を優先してい

るから」「生徒が消極的」 

  

80.4%

17.9%

17.9%

10.7%

3.6%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

アジア

北アメリカ

オセアニア

ヨーロッパ

南アメリカ

アフリカ

54.8%

29.5%

24.7%

19.2%

5.5%

0.0%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

交流のための人員確保が難しいから

交流するための方法が思いつかないから

交流のための費用を捻出するのが難しいから

交流校を見つけるための支援がないから

交流するメリットが感じられないから

インターネット等にアクセスできる環境がないから

その他
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外 部 団 体 と の 連 携 に つ い て  

図 19 外部団体との連携の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ③ 質問 1）〔n=342〕 

 

  

連携した

76.0%

連携していない

24.0%
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図 20 連携先の外部団体 

 

（参照：1. ③ 質問 2 ※複数選択可）〔n=259〕〔N=980〕 

ユネスコが実施する他の登録事業のうち、具体的に連携している事業や団体：「小笠原世界遺産センター、小笠原海洋

センター、小笠原自然文化研究所」 

その他の主な回答：「ESD 活動支援センター」「地域の公的機関や施設」「他国の大使館」「地域のボランティア団体」 

  

72.6%

41.7%

40.5%

39.8%

29.7%

29.3%

29.3%

29.0%

27.4%

19.3%

8.9%

5.4%

4.6%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

地域の協力者

公民館

PTA（保護者）

教育委員会・首長部局（市区町村の役所など）

公民館以外の社会教育施設（野外教育施設・図書館・

博物館・科学館・動物園・植物園・水族館等）

大学等高等教育機関（ASPUnivNetを含む）

企業

学校支援地域本部・地域学校協働本部・学校運営協議

会（コミュニティスクール）

公益法人、NGO/NPO等

地域のユネスコ協会

その他（ESD活動支援センターなど）

ユネスコ本部・地域事務所

学会（日本ESD学会、日本環境教育学会、日本国際理

解教育学会等）

ユネスコが実施する他の登録事業に取り組んでいる団

体（世界遺産やユネスコエコパーク等の登録地域等）
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図 21 外部団体との連携内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ③ 質問 3 ※複数選択可）〔n=256〕〔N=480〕 

その他の主な回答：「福祉施設へ贈り物を送った」「自治体の SDGs 推進事業に参加した」「ボランティアへの参加」「ユ

ネスコスクール発表会の来賓として助言を頂いた」 

 

 

表 3 外部団体と交流することになった主なきっかけ 

ユネスコスクールに認定された 教育委員会からの情報提供 

地域のユネスコ協会の協力 地域や教職員同士のつながり 

企業からの提案を受けたり、学校から協力をお願いした 地域の NPO 法人とのつながり 

 

（参照：1. ③ 質問 4）〔n=206〕 

  

79.3%

38.3%

25.8%

18.0%

10.5%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

講師を招へいし、児童・生徒の活動の指導・支援をし

てもらった

施設に訪問した

教材を提供してもらった

共同で授業開発をおこなった

講師を招へいし、教員向けの研修会を実施した

その他
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図 22 外部団体と交流したことによる主な成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ③ 質問 5）〔N=256〕 

 
 
 
 
 
 
 
（参照：1. ③ 質問 5 ※複数選択可）〔n=256〕〔N=781〕 

その他の主な回答：「相手校との仲介に入り、日程調整や通訳等でご尽力いただいている」「外部団体にとっても、地域

の教育資源の価値を再発見していただくことができた」「学習の幅が大きく広がり、子供たちが意欲的、かつ主体的に

活動することができた」 

 
 

図 23 外部団体と交流したことによる主な課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参照：1. ③ 質問 6 ※複数選択可）〔n=254〕〔N=593〕 

その他の主な回答：「行事との兼ね合い」「どの外部団体と連携しているのか把握しきれていない」 

  

85.2%

70.7%

56.3%

52.3%

37.1%

0.4%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

学校の資源だけでは実施できない多様な活動ができた

専門的なアドバイスをもらうことで、教員以外の視点

から社会について学ぶ機会となった

外部団体の取組を知ることで、児童生徒の地域社会に

対する視野が広がった

学校と保護者、地域との結びつきを強化できた

誰かのために自分の力を発揮しようと動く児童生徒が

増えてきた

特になし

その他

59.1%

55.1%

50.0%

33.1%

30.3%

4.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

継続的な連携体制の構築

外部団体との調整に携わる担当教員の負担増

どのように児童生徒の自主性や主体性を発揮した活動

にするか

連携を実現するための費用の捻出

方向性の擦り合わせ

特になし

その他
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図 24 校外における ESD・ユネスコ活動に関する研修への参加の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ③ 質問 7）〔n=342〕 

 

 

 

 

表 4 研修会を主催していた主な団体 

国/都道府県/市長村教育委員会などの行政機関 教育に関する地域の協議会 

教育関連の助成をする公益財団法人や一般社団法人 地域のユネスコ協会 

ユネスコスクール地域ネットワーク ASPUnivNet、大学機関 

各地の ESD コンソーシアム ユネスコ関連機関 

 

（参照：1. ③ 質問 8）〔n=127〕 

 

 

 

 

 

※ 質問 9 の回答結果につきましては、事務局にてイベント情報収集のための参考とさせていただきます。 

  

はい

39.8%

いいえ

60.2%
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ESD の 推 進 拠 点 と し て の 活 動 成 果 の 発 信  

図 25 ユネスコスクールに係る教育活動の実践等の発信、理念の普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ④ 質問 1）〔n=342〕 

 

 

 

図 26 成果の発信・普及方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：1. ④ 質問 2 ※複数選択可）〔n=286〕〔N=631〕 

その他の主な回答：「文化祭での生徒会展」「新聞などのメディアの活用」「海外視察訪問者に対するプレゼン」「ユネス

コ協会 SDGs パスポート体験発表会の事務局を担った」 

努めた

83.9%

努めなかった

16.1%

62.9%

59.8%

32.5%

27.3%

17.8%

15.0%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校便り等による保護者や地域への発信

学校の公式ウェブサイト・SNS

報告会や研修会の開催

学校の研究紀要等による他校の教員や教育委員会等へ

の発信

ユネスコスクール公式ウェブサイト

ユネスコスクール全国大会等他の機関主催の研修会等

で実践事例発表

その他
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ユ ネ ス コ ス ク ー ル と し て の 活 動 の 成 果  

ユ ネ ス コ ス ク ー ル に 求 め ら れ る 活 動  

 

図 27 ユネスコスクールが重点的に取り組む 3 つの分野のうち、特に活動成果のあるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ① 質問 1 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=516〕 

 

 

図 28 国際デーを取り上げた学校行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ① 質問 2）〔n=342〕 

  

76.6%

52.0%

21.1%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

持続可能な開発および持続可能なライフスタイル

異文化学習および文化の多様性と文化遺産の尊重

地球市民および平和と非暴力の文化

特になし

行った

20.5%

行っていない

79.5%
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表 5 学校行事で取り上げた主な国際デー 

国際生物多様性の日（5/22） ネットいじめを含む、学校での暴力といじめに反対する

国際デー（11 月の第 1 木曜日） 

世界環境デー（6/5） 世界津波の日（11/5） 

世界海洋デー（6/8） 世界子どもの日（11/20） 

持続可能な食文化の日（6/18） 世界エイズデー（12/1） 

ヘイトスピーチと闘う国際デー（6/18） 国際障害者デー（12/3） 

世界難民の日（6/20） 世界人権デー（12/10） 

世界人口デー（7/11） 世界点字デー（1/4） 

国際識字デー（9/8） 世界教育デー（1/24） 

国際平和デー（9/21） 世界豆デー（2/10） 

食品のロスと廃棄に関する啓発の国際デー（9/29） 科学における女性と女児の国際デー（2/11） 

世界教師デー（10/5） 世界ラジオデー（2/13） 

国際防災デー（10/13） イスラム恐怖症と闘う国際デー（3/15） 

世界食料デー（10/16） 国際幸福デー（3/20） 

 

（参照：2. ① 質問 3）〔n=71〕 
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図 29 ユネスコスクールの教育活動で取り上げた SDGs17 の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ① 質問 4 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=1,314〕 

  

58.5%

33.3%

32.5%

32.2%

31.0%

27.5%

24.0%

22.8%

22.2%

18.1%

17.8%

14.6%

14.3%

11.1%

9.4%

9.4%

4.7%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

目標11（持続可能な都市）住み続けられる街づくりを

目標12（持続可能な生産と消費）つくる責任つかう責

任

目標4（教育）質の高い教育をみんなに

目標16（平和）平和と公正をすべての人に

目標3（保健）すべての人に健康と福祉を

目標15（陸上資源）陸の豊かさも守ろう

目標14（海洋資源）海の豊かさを守ろう

目標13（気候変動）気候変動に具体的な対策を

目標10（不平等）人と国の不平等をなくそう

目標7（エネルギー）エネルギーをみんなに そして

クリーンに

目標5（ジェンダー）ジェンダー平等を実現しよう

目標17（実施手法）パートナーシップで目標を達成し

よう

目標1（貧困）貧困をなくそう

目標6（水・衛生）安全な水とトイレを世界中に

目標2（飢餓）飢餓をゼロに

目標8（経済成長と雇用）働きがいも経済成長も

目標9（インフラ・産業化、イノベーション）産業と

技術革新の基盤をつくろう

特になし
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ESD と SDGs の 関 係 に 関 す る 認 知 度  

 

図 30 「ESD:SDGs 達成に向けて（ESD for 2030）」の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ② 質問 1）〔n=342〕 

 

図 31 SDGs 目標 4（教育）ターゲット 4.7 の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ② 質問 2）〔n=342〕 

  

知っている

86.3%

知らない

13.7%

知っている

87.1%

知らない

12.9%



 

令和６（2024）年度 ユネスコスクール年次活動調査結果 

 
２６ 

ユ ネ ス コ ス ク ー ル と し て の 活 動 に よ る 変 化  

 

図 32 ユネスコスクールにおける教育活動を通した育みたい資質・能力の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ③ 質問 1（1））〔n=342〕 

 

 

 

図 33 ユネスコスクールとして身に付いた資質・能力を捉えるための評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ③ 質問 1（2））〔n=342〕 
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図 34 ユネスコスクールにおける教育活動を評価するための評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ③ 質問 1（3） (※複数選択可)）〔n=249〕〔N=522〕 

その他の主な回答：「保護者、生徒による学校自己診断アンケート」「幼児の活動から事例を収集し、定期的なカンファ

レンスで SDGs とのつながりを検討/評価している」「幼児児童生徒の様子から」 

 

 

図 35 最も変化の見られた持続可能な社会づくりを構成する 6 つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ③ 質問 1（4））〔n=342〕 

76.7%

70.7%

35.3%

12.4%

7.2%

3.2%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

振り返り記述などのアンケート

プレゼンテーション（発表会等の表現の場）

ポートフォリオ

ルーブリック評価

パフォーマンステスト・テクニカルテスト（実技・作

業検査）

ペーパーテスト

その他

多様性（いろいろある）

31.3%

相互性（かかわりあっている）

33.3%
有限性（限りがある）

3.5%

公平性（一人ひとり

大切にする）

6.4%

連携性（力を合わせる）

19.9%

責任性（責任を持つ）

5.3%

特になし

0.3%
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表 6 ユネスコスクール活動を通して身についた主な資質・能力 

思考力、判断力、表現力 学びに向かう力 

豊かな人間性 知識及び技能 

地域/社会貢献への意識 自分から解決策を考える力 

コミュニケーション力 他者に対する共感力と対応力 

批判的思考 環境問題への興味関心、行動力 

他者を理解し尊重しようとする受容力 ESD や SDGs を基盤に位置付けた学習の姿勢 

未来像を予測して計画を立てる力 多面的、総合的に考える力 

多様性を認めるだけでなく多様性を楽しむ態度 様々な視点を取り入れながら主体的に追究していく力 

問題発見能力と問題解決に向けての思考・行動力 目標達成に向けたチームワーク 

地球の諸問題を自分ごと化するための想像力や共感力 伝統文化継承の重要性及び地域への誇り 

 

（参照：2. ③ 質問 1（5））〔n=191〕 

 

表 7 児童生徒の変化を促した主なきっかけ 

地域とのつながりがある教育活動 海外の学校間交流 

総合的な学習や探究の時間での体験学習を通した学び 発表会など、成果を表現する機会を設けたこと 

外部からの講師招へい ユネスコスクールとの協働事業 

児童生徒主体の学習活動 企業企画の ESD 推進活動参加 

 

（参照：2. ③ 質問 2）〔n=179〕 
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図 36 ユネスコスクールの教育活動による教員のカリキュラム・教授法の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ③ 質問 3（1）※複数選択可）〔n=342〕〔N=757〕  その他の主な回答：なし 

図 37 ユネスコスクールの教育活動による教員の学校運営の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：2. ③ 質問 3（2）※複数選択可）〔n=342〕〔N=716〕  

その他の主な回答：「生徒自身の学びの機会をうむことができる」 

51.2%

45.9%

36.8%

35.4%

14.6%

12.3%

9.1%

3.8%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校全体でESDに取り組む機運が高まる

教員が積極的に地域の方々と交流し、双方の信頼関係が深まる

ユネスコスクールの活動を継続的に実施できるような仕組みづく

りをするようになる

教員間で持続可能性に関する価値観を話し合う場をもつことがで

きるようになる

保護者に積極的に学校のユネスコスクールに関わる活動を発信す

るようになる

あらゆる教員が自主的にチームを組み活動を展開するようになる

ESDやそのほかのユネスコの理念と関係する研修会に積極的に参

加するようになる

特になし

その他

55.6%

52.0%

49.1%

45.9%

7.3%

7.0%

4.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教科領域を超えて横断的に取り組むなどカリキュラムマネジメント

を工夫するようになる

児童・生徒自らが問題意識をもち課題を発見できるようなカリキュ

ラムを開発するようになる

持続可能性に関する価値観をもとに授業等を見直す機会をもたらす

授業の教材や資料、発問を工夫するようになる

国内外のユネスコスクールと交流の機会をつくり、ユネスコスクー

ルネットワークの特性を活かした学習を取り入れるようになる

国内外のユネスコスクールとの交流により指導技術の向上を図ろう

とする機運が高まる

特になし

その他
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ユ ネ ス コ ス ク ー ル 支 援 の 利 用 状 況  

図 38 ユネスコスクール事務局の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：3. 質問 1 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=431〕  

その他の主な回答：「メールによる情報提供」「活動報告提出のサポート」「助成金申請時のサポート」「探究学習の講師

（教員研修会）」 

 

表 8 ユネスコスクール事務局に求める支援内容 

海外ユネスコスクールとの交流支援 教育活動に関心がある地域企業や団体の情報 

幼児期の ESD 活動についての情報提供 出前授業等で利用できる人材や企業リストの提供 

近隣ユネスコスクールとの連携への働きかけ 中学生が取り組めるボランティアの紹介 

生徒向け研修の継続的な案内 活動費用に対する支援 

 

（参照：3. 質問 2）〔n=79〕 

  

38.9%

16.4%

15.2%

8.5%

5.0%

0.9%

0.0%

38.6%

2.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

外部の研修会、教材、その他ユネスコスクールに関わる有益

な情報の紹介

ユネスコスクール事務局（公益財団法人ユネスコ・アジア文

化センター（ACCU））開催の研修会及び事業への参加を通し

た支援

ユネスコスクール加盟時の申請支援

ユネスコスクール間交流のためのマッチング

有識者の紹介及び派遣

事務局職員による出前講習

ユネスコスクールオンライン意見交換会

特になし

その他
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図 39 ユネスコスクール公式ウェブサイトの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：3. 質問 3）〔n=342〕 

 

 

 

図 40 ユネスコスクール公式ウェブサイト機能の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：3. 質問 4 ※複数選択可）〔n=241〕〔N=528〕  

その他の主な回答：「公式サイトへの活動報告が自校の活動記録や資料の集積の場となっている」 

  

利用した

70.2%

利用しなかった

29.8%

66.4%

53.1%

27.4%

26.1%

21.6%

20.3%

3.7%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ユネスコスクールの概要を知るための情報収集

他校の学校情報検索（加盟校情報）

教材・実践事例・関連資料等の情報収集、入手

イベントやキャンペーン等に関する情報収集

国際デーに関する情報収集

学校間交流実施のための情報収集

自校が主催するイベント等の情報発信

その他
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図 41 ユネスコスクール支援大学間ネットワーク(ASPUnivNet)からの協力・支援内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：3. 質問 5 ※複数選択可）〔n=342〕〔N=388〕 

 

 

 

表 9 ユネスコスクール支援大学間ネットワーク(ASPUnivNet)からのその他の支援 

京都外国語大学と本校「グローバル部」との交流への支援・協力 

研修に参加した 

一般的な支援情報（チラシ） 

大学のフィールドワークとして参加された学生や現職教員に向けて、本校の授業参観や、ユネスコスクールとして

の活動紹介を行った 

 

（参照：3. 質問 6）〔N=5〕 

 

7.0%

6.1%

5.6%

4.7%

4.4%

4.1%

2.6%

0.9%

76.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

大学主催研修会等（ユネスコスクール地域ブロック大

会を含む）への参加

出前研修、ワークショップの開催、講師派遣への協力

国内外ユネスコスクールとの連携の推進

情報提供（メーリングリスト等）

学校行事や総合的な学習（探究）の時間等、授業への

支援

地域の教育機関との連携の推進

ユネスコスクール加盟後の活動についての個別相談

ASPUnivNetの後援名義使用

特になし

その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――― 制作 ―――――――――――――――――――――――― 
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